
















  要約:心理学的な専門性をもたない保健婦が、思春期の心の相談をおこなう際、どのよ

うな知識と技術を補っていけばいいかを、アンケート調査に基づいて調べた。その結果、

これまでの 3歳児健診や 1歳 6ケ月健診などの知識が、思春期の心の相談にも役立つこと

が明らかにされた。保健婦がこれまでにおこなってきた健診の経験がうまく利用されるな

らば、思春期相談に必要な技術を身に付けていく可能性のあることが分かった。こうした

可能性を伸ばしていくために身に付けていなければならない思春期のいくつかの特徴と、

思春期の子どもを見ていくときに重要なポイントについて述べた。


